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移行を意識した授業展開をすべて見せます 

近江兄弟社高等学校 長谷川 友彦 
 

要旨 本校の「情報 C」では，移行を意識して生徒たちに対しては「社会と情報」という名称を使っていま

す。授業内容も，移行を意識した内容にシフトしています。本発表では，本校で作成した教材をすべてお持

ちしました。みなさんにご覧いただき，教材作成のノウハウの交換ができればと考えています。また，各校

で「社会と情報」の授業を組み立てる参考にしていただけると幸いです。 
 
1. はじめに 

2013 年度は，いよいよ新学習指導要領が本格実

施される年度です。次年度以降は「社会と情報」，

「情報の科学」の 2 つの科目が展開されることと

なります。 
本校では 2003 年に教科「情報」が始まって以

来一貫して「情報 C」2 単位を 2 年生時に実施し

てきました。2013 年度入学生より，「社会と情報」

2 単位を 1 年生時に実施する予定をしています。 
 

2. 「情報C」を「社会と情報」として 
2011 年度より，「情報 C」の授業を生徒に向け

ては「社会と情報」という名称で実施しています。 
これは，2013年度にスムーズに移行できるよう，

今のうちから以降を意識した内容の再構成をしよ

うとしたことと，生徒に内容をわかりやすくした

ことが理由です。 
かねてより「情報 C」の「C」の持つ意味がな

かなか生徒に理解させるのが難しいと感じていま

した。「情報」という言葉の持つ「理系」や「コン

ピュータ」といったイメージ，数学のように「A」
→「C」の順に難易度が上がるようなイメージが

先行してしまうようです。県内の多くの学校が「情

報A」を履修していることから，本校だけが「難

しい科目を受けさせられる」ように感じていたそ

うです。 
そこで，学校の履修上と教科書は「情報C」で

あるが，生徒向けに配布する教材には「社会と情

報」の文字を明記して配布するようにしました。 
 

3. 本校「情報C」の概要 
本校「情報C」の授業では，単元ごとに生徒に

はワークシート形式の授業冊子（図 1参照）を配

布し，冊子を中心に学習をしています。本発表で

は，昨年度または今年度作成した授業冊子のサン

プルを持参しました。手に取っていただき，教材

作成のノウハウの交換ができれば幸いに思います。 

また，この発表を通して本校で実践している「社

会と情報」の名前で実践している「情報C」の授

業の全容を知っていただきたいと思います。ここ

では，今年度の授業計画を紹介します。 

 
図1 ワークシート形式の授業冊子の例 

 
3.1 「情報とは何か」 
「社会と情報」の授業の導入として，「情報の特

徴とメディア」について学びます。ここでは情報

の本質はコミュニケーションにあるとし，コミュ

ニケーションの歴史についても取り扱っています。 
 

3.2 「情報の図解化」 
次の「プレゼンテーション実習」につなげるた

めに，情報を端的に視覚的に表現する方法を学び

ます。 
 

3.3 「プレゼンテーション実習」 
「わたしの過去・現在・未来」または「わたし

の未来予想図」をテーマにプレゼンテーションを

行ないます。発表に重点を置きたいため，調べる

というプロセスを行なわず，アイディアテンプレ

ートに取り組ませることでストーリーが作成でき

るように工夫しました。 
 

3.4 「知的財産権の保護」 
知的財産権について，主に著作権について取り



扱います。著作権については，著作者の立場，利

用者の立場の両面から学習することによって，相

互の利害関係を理解させ，どうすれば文化の創造

と発展に貢献できるのかについて考えるきっかけ

になればと考えています。 
 

3.5 「情報を調べる」 
本校の教育の特色の一つでもある「分散型海外

研修旅行」の事前学習の一環として，海外研修旅

行の行き先に関する調べ学習とプレゼンテーショ

ン発表を行ないます。調べ学習は単なる「見付け

学習」となりがちです。ここでは，情報を調べる

方法として，思考マップを用いて調べたことをま

とめる作業をさせる課題を行なうことで，より充

実した調べ学習ができるように工夫しています。 
この単元は，昨年度までは「情報の活用」とし

て，メディアリテラシーのように情報の信頼性や

信ぴょう性を読み取る内容を含めていましたが，

今年度はこの部分を独立して後述の単元に独立さ

せる予定をしています。 
 

3.6 「情報の公開と保護」 
ここから先は，今年度はまだ実施していない箇

所であるため，予定となります。ここから先の授

業冊子は昨年度のものを持ってまいりますので，

若干内容が異なるかもしれません。 
情報公開と知る権利について，また個人情報の

保護についての学習を行ないます。ポイントカー

ド利用規約や Web 上のプライバシーポリシーな

どを読ませることで，社会の中で個人情報がどの

ように活用されているかを知り，個人情報をコン

トロールすることの必要性を学びます。 
 

3.7 「情報とデザイン」 
「情報の表現と伝達」について，「デザイン」の

視点から学習します。ベクターグラフィックを用

いてピクトグラムを制作する実習に取り組みます。

相互評価を通して，情報をわかりやすく伝達する

工夫を学びます。 
 

3.8 「情報を読み取る」 
今年度新設（前年度まで海外研修旅行プレゼン

テーション実習の単元の中に入れていた内容を独

立させる予定）する予定の単元ですので，冊子は

ありません。 
メディアリテラシーとは何かについて学び，情

報の信頼性や信ぴょう性について判断する方法に

ついて学びます。写真の加工の実習を通して，同

じ写真でも切り取り方や加工の方法によって，そ

こに込められた意図や目的が異なることを実践的

に学びます。 
 

3.9 グラフ表現と情報伝達 
数値による情報を伝える手段としてグラフの作

成方法を学びます。グラフの種類によって伝えら

れる情報が異なることや，同じ種類のグラフでも

表現の仕方によって読み手に与える印象が異なる

ことを学びます。また，グラフを利用することで

数値データから多面的に情報を分析する実習も行

ないます。 
 

3.10 「ネットワークとセキュリティ」 
TCP/IP を中心とした情報通信ネットワークの

しくみや成り立ちを学びます。また，情報通信ネ

ットワークの広がりのなかで，どのような脅威が

存在し，脅威に対してどのように身を守っていく

かについて学びます。 
 

3.11 「情報社会を創造する」 
社会ではたらく情報システムを紹介しながら，

そこに情報通信ネットワークやデータベースがど

のようにはたらき，どのような情報を活用してシ

ステムが成り立っているかについて学びます。 
また，ここではデータベースに関する実習（詳

しくは分科会発表を参照）を取り入れ，データベ

ースから情報を取り出す方法，データベースの設

計の方法を学びます。 
最後に，クラウドコンピューティングや世界の

情報化など，情報化の未来について取り扱い，社

会の情報化の未来に希望を持って「社会と情報」

の授業の締めくくりとしています。 
 

4. おわりに 
ぜひ発表の場に来ていただき，いろいろな情報

交換ができればと考えています。 
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